
育成就労制度の受入れ対象分野
育成イメージ

資料３－２
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頁備考対応する
技能実習職種

主たる
技能業務区分分野

235新たに板ガラス加工を主たる技能として設定×単一板ガラス加工

工業製品製造業

236~237新たにガラス容器製造及びガラス容器品質管理を主たる技能として設定×複数ガラス溶融成形

238~244
新たに航空機部品組⽴て、真空成形、フィルム加工（ドライラミネート）、フィ
ルム加工（押出ラミネート）、フィルム加工（スリット）、フィルム加工（製
袋）及びフィルム加工（フラットヤーン）を主たる技能として設定

19職種41作業複数機械⾦属加工

239~244
新たに真空成形、フィルム加工（ドライラミネート）、フィルム加工（押出ラミ
ネート）、フィルム加工（スリット）、フィルム加工（製袋）及びフィルム加工
（フラットヤーン）を主たる技能として設定

10職種23作業複数電気電⼦機器組⽴て

245新たにバフ研磨を主たる技能として設定２職種３作業複数⾦属表⾯処理
246~247新たに貼合工程（上流工程）及び貼合工程（下流工程）を主たる技能として設定１職種４作業複数紙器・段ボール箱製造
248新たに手袋製造を主たる技能として設定８職種８作業複数縫製
249技能実習職種（タイル製造）に加え、衛生陶器製造を主たる技能として設定１職種４作業複数陶磁器製品製造

251~252新たにエクステリア施工及びブロック建築を主たる技能として設定19職種27作業複数建築建設

253~257
特定技能の業務区分として設定されている空港グランドハンドリングを育成就労
の業務区分にも追加し、手荷物・貨物の航空機搭降載業務、手荷物取扱業務、貨
物取扱業務、航空機内清掃業務、旅客取扱業務を主たる技能として設定

１職種３作業複数空港グランドハンドリ
ング航空

259新たに水産物産地卸売市場業を主たる技能として設定×単一水産物産地卸売市場業漁業
-技能実習職種（豆腐製造）同様の育成７職種８作業複数飲⾷料品製造飲⾷料品製造業

目次

（注）表中の「技能実習職種」の語は技能実習２号移⾏対象職種・作業を指す。
「分野」「業務区分」「備考」欄の赤字は新たに追加するもの（主たる技能の整備予定は令和８年度時点でのもの）。
「業務区分」欄の緑字は、特定技能２号への移⾏が可能な業務区分。
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経済産業省関係
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材料受⼊ 品質検査・容器詰め 出荷梱包・積込

〇出荷梱包
〇積込み

〇荷卸し
〇開梱

加工準備

〇加工準備
①設備・用具の日常
点検・清掃

②加工指示の確認
③材料・部品準備

〇加工機へのローディング
①容器から安全にガラスを
取り出す

②ガラスの外観確認
③ガラスを作業台・加工機に
載せる

④各加工機の監視、又は手加工

①品質検査
・代表的な不良の識別
（キズ、欠け、気泡、クラッ
ク等）
②容器詰め
・顧客の指定順に並び替え
(順建⼊れ)、容器にガラス
を安全に⼊れる

加工

加工の種類として、切断、⾯取、孔あけ、プリント、熱処理、合わせ、複層、アッセンブリー、
エッチング、サンドブラスト、コーティング等があるが、習得すべき技能は共通して加工の①〜⑦。

必須業務

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、材料受⼊から、加工準備、加工、品質検査・容器詰め、出荷梱包
までの板ガラス加工工程の一連の作業に従事できる。

育成就労評価試験（専門級）に合格

〇アンローディング
⑤ガラスを作業台・加工
機から取出す

⑥ガラスの外観確認
⑦容器に安全にガラスを
⼊れる

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）

②

① ③

③

① ①

② ② ②

① ②

④ ④

③ ⑤ ⑥ ⑦

④

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野板ガラス加工区分）

業
務
工
程

業務区分全般に係る必須業務を設定し育成・評価育成イメージ
板ガラス加工の知識および作業手順の理解を深め、指示に基づき一定の作業を独⼒で遂⾏し、板ガラス加工工程全体に係る品質およ
び安全を意識して、加工準備から加工、品質検査・容器詰めの一連の作業を実践できる技能を習得する。２〜３年目

板ガラス・使用材料の特性を理解したうえで、ガラスの安全な取り扱いに関する基礎知識および作業⽅法を習得し、指導者の指示・
監督のもと、加工準備、加工(ガラスの取扱い)、容器詰めの作業が⾏えるようになる。１年目

235



調合溶融作業 温調作業 ⾦型交換
塗油作業

○ 溶融ガラスの
温度調整

業
務
工
程

品種替え作業品質確認作業

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 ガラス溶融成形区分） （１／２）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、ガラスおよびガラス容器の特性を理解した上で、設備や機械の設定や
調整を⾏い、品質確認により良否判断ができガラス容器製造に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

必須業務（１年目）
必須業務（２〜３年目）

育成就労評価試験（専門級）に合格

○ 目視による品質確認
○ 早冷まし容器寸法測定
○ 工程異常時の処置

○ ⾦型交換作業
○ 塗油作業
○ ガラスの質量測定

○ ⾦型、部品の品種
替え作業

○ 製びん機、付帯設
備の点検、保全

○ 原料状態の確認
○ 計量設定、計量値確認
○ 調合設備運転、点検
○ 溶解炉の温度設定、確認
○ 溶融ガラス品質の確認
○ 溶融炉の運転、点検

写真 写真 写真 写真

１年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、製びん機の点検や⾦型・部品の品種替え、品質確認ができガラス容器製造の作業
が⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、ガラスおよびガラス容器の特性を理解した上で、⾦型交換・塗油作業の基本作業が⾏えるようになる。１年目

新たにガラス容器製造を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

【ガラス容器製造】
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目視検査作業 品種替え作業 選別・品質管理

○ 検査機、包装設備
の点検

○ 検査機、包装設備
の品種替え

○ 検査機のセンサー
調整

業
務
工
程

包装作業加工作業

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 ガラス溶融成形区分） （２／２）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、ガラスおよびガラス容器の特性を理解した上で、設備や機械の設定や
調整を⾏い、品質確認により良否判断ができガラス容器品質管理の作業に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

必須業務（１年目）

必須業務（２〜３年目）

育成就労評価試験（専門級）に合格

○ 印刷
○ ラベリング
○ その他加工

○ 不良製品の選
別除去

○ 詰め替え

○包装
○ 積み付け

○ 目視による全数検査
○ 検査機検査の工程確
認

○ 抜き取り寸法検査

写真 写真 写真 写真写真

１年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、検査機・包装設備の点検や品種替え、選別・品質管理ができガラス容器品質管理
の作業が⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、ガラスおよびガラス容器の特性を理解した上で、目視検査作業の基本作業が⾏えるようになる。１年目

新たにガラス容器品質管理を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

【ガラス容器品質管理】
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、航空機部品組⽴てを⾏うために必要なタッチアップやワイヤー、配管等の取り付
けなどの組付け作業、及び機能試験などの検査工程が⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、航空機部品組⽴てを⾏うための⽳開けの加工、強度を⾼めるためのバリ取りなどの組⽴の準備、リベッ
ト打鋲やボルト締結などの組付け作業、及び組⽴後の動作確認などの検査工程が⾏えるようになる１年目

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 機械⾦属加⼯区分）（１／７）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、航空機部品組⽴てを⾏うための図⾯及び作業手順書を読み解き、組⽴
準備、組付け、検査などの航空機部品組⽴ての作業に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに航空機部品組⽴てを主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ
育成就労評価試験（専門級）に合格

【航空機部品組⽴て】

組⽴準備 組付け

組み付け作業をする為に必要な
部材の加⼯作業

• ボルトナットをつけるための
⽳開け加工

• 組み付け時の強度を⾼めるた
めのバリ取り

• ⽳径の確認

業
務
工
程

周辺作業検査

株式会社アダチ産業 組み付けた製品が図面や指
示書に記載された品質を満
たしているか確認する作業

• 外観確認
• 動作確認
• 公差確認
• 機能試験
• リーク試験

複数の部素材を結合する作業

• リベット打鋲
• ボルト締結
• シールの塗布
• 接着
• タッチアップ
• 電気抵抗計測
• ワイヤー、配管、配線等の取
り付け

組⽴⼯程に付随して発⽣する
作業

• 材料の運搬
• 清掃作業
• 作業手順書記録

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）

必須業務
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、各種作業（各関連機器の試運転作業、成形条件設定作業・型出／トリミング調整
作業、⾦型／トリミング機＜治具＞の交換･空運転作業・安全装置復帰・設備点検作業）の技能と知識を習得して安全に作業が⾏える
ようになる。

２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、初歩的な真空成形作業（成形前準備、シート挿⼊／繋ぎ・製品取出・スクラップ処理、工程内検査・包
装・梱包、安全装置確認）の技能と知識を習得して安全に作業が⾏えるようになる。１年目

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 機械⾦属加⼯区分） （２／７）
指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、真空成形作業の主な工程である成形前準備作業、加熱・成形・トリミ
ング･スクラップ処理作業、工程内検査・包装・梱包作業、⾦型／トリミング機（治具）の交換・調整作業までの一連の
作業に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに真空成形を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ
技能検定（３級）に合格

⾦型交換他作業

・清掃（各機内外／床等）
・搬⼊・資材準備
・外装外し・ロール取付業

務
工
程

・運搬／取付／取外
・交換⾦型／トリミング<治具>の試運転
・安全装置作動／復帰確認
・設備点検（景気／繰りUP）

・製品・仕掛品等検査
・製品包装／ラベル貼り
・箱詰め梱包

①

➁

➃

⑪

⑫

⑬

➁

➄ ➆

➄ ➇ ➍

❺
❶

工程内検査/包装/梱包作業

・各関連機器の試運転
・成形機／トリミングの条件設定
・シートの挿⼊／繋ぎ
・成形機型出調整
・トリミング機＜治具＞調整（叩出し／水平）
・製品取出
・スクラップ処理 （⾚は１年目、⻘は2・3年目）

必須業務
成形前準備 加熱・成形・打抜の条件や調整作業

【真空成形】※電気電⼦機器組⽴て区分でも同様
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、加工前準備作業として、加工条件の⼊⼒、接着剤の配合、設備保守作業、ラミ
ネート本番作業として機械運転、製品検査、作業記録の作成作業が⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、加工前作業としてラミネート機への材料セット、清掃、ラミネート本番補助作業として材料補充、ラミ
ネート後作業として梱包、運搬、エージング、保管等作業が⾏えるようになる。１年目

材料準備作業 加工前作業 ラミネート本番作業

○材料セット
・基材セット
・貼合せ材セット
・清掃

業
務
工
程

ラミネート後作業

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 機械⾦属加⼯区分）（３／７）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、ドライラミネート加工において、加工準備、機械運転、製品の良否判
定、作業記録の作成、設備の保守、トラブルの対処作業などに従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たにフィルム加工（ドライラミネート）を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

育成就労評価試験（専門級）に合格

○ラミネート後作業補助
・ラミネート品梱包
・ラミネート原反降ろし

○運搬
指定の仕掛品置場まで運搬

○エージング
・指定された温度のエージング
倉庫に⼊れる

○保管

○ラミネート運転補助作業
・材料補充

○ 〜〜〜
○ 〜〜〜
○ 〜〜〜

【フィルム加⼯（ドライラミネート）】※電気電⼦機器組⽴て区分でも同様

加工に必要な材料の
準備作業
・印刷原紙
・合わせフィルム
・接着剤
・硬化剤
・有機溶媒

・加工条件⼊⼒
・接着剤配合
・設備保守作業

○ラミネーター運転
本番ラミネート作業

○サンプル検査及び報告
・外観検査
・寸法検査

○作業記録の作成作業

必須業務

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）

※ドライラミネートは、フィルム同士を接着剤により貼り合わせるラミネート⽅法で、洗剤の詰め替えやレ
トルト⾷品等の包装材で使用される。接着剤の配合や塗布量管理、乾燥管理、及び材質の異なるフィルム同
士を適切な張⼒を掛けてしわなく貼り合わせる作業において技能が必要。
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、加工前準備作業として、加工条件の⼊⼒、接着剤の配合、設備保守作業、ラミ
ネート本番作業として機械運転、製品検査、作業記録の作成作業が⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、加工前作業としてラミネート機への材料セット、清掃、ラミネート本番助作業として材料補充、ラミ
ネート後作業として梱包、運搬、エージング、保管等作業が⾏えるようになる。１年目

材料準備作業 ラミネート本番作業

業
務
工
程

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 機械⾦属加⼯区分）（４／７）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、押出ラミネート作業において、加工準備、機械運転、製品の良否判定、
作業記録の作成、設備の保守、トラブルの対処作業などに従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たにフィルム加工（押出ラミネート）を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

育成就労評価試験（専門級）に合格

【フィルム加⼯（押出ラミネート）】※電気電⼦機器組⽴て区分でも同様

加工に必要な材料の
準備作業
・印刷原紙
・AC剤
・有機溶媒
・樹脂

加工前作業

○材料セット
・原反セット
・清掃

○前準備作業
・加工条件⼊⼒
・樹脂交換
・AC剤投⼊
・設備保守作業

○ラミネート運転補助作業
・材料補充

○ラミネーター運転
本番ラミネート作業

○サンプル検査及び報告
・外観検査
・寸法検査

○作業記録の作成作業

ラミネート後作業

○ラミネート後作業補助
・ラミネート品梱包
・ラミネート原反降ろし

○運搬
指定の仕掛品置場まで運搬

○エージング
・指定された温度のエージング
倉庫に⼊れる

○保管

必須業務

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）

※押出ラミネートは、⽶粒上の樹脂（主にポリエチレン）を溶融し成膜しながら基材フィルムと熱融着により
貼り合わせるラミネート⽅法で、即席麺のスープやドレッシングの使い切り⼩袋等の包装材で使用される。樹
脂温度の適切な管理や成膜時の均一な厚み調整等の作業において技能が必要。
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、加工前準備作業として、スリッター、付属機器の調整、保守、加工条件セット作
業、スリット本番作業として、張⼒調整、サンプル検査作業、作業記録の作成が⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、加工前作業としてスリッターへの原反セット、刃の位置調整、本番補助作業として原反交換、紙管セッ
ト、継ぎ作業、スリット後作業として、スリット品卸し、ラベル添付作業が⾏えるようになる。１年目

加工前作業 スリット本番作業

業
務
工
程

運搬・梱包作業スリット後作業

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 機械⾦属加⼯区分）（５／７）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、スリット作業において、加工準備、機械運転、製品の良否判定、作業
記録の作成、設備の保守、トラブルの対処作業などに従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たにフィルム加工（スリット）を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

必須業務

育成就労評価試験（専門級）に合格

【フィルム加⼯（スリット）】※電気電⼦機器組⽴て区分でも同様

○前準備の作業
・原反セット
・スリット刃位置調整

スリッター・付属機器調
整及び保守点検
加工条件セット
（張⼒、巻ｍ数等）

○スリッター運転
・本番スリット作業
・巻取テンション調整

○サンプル検査
・外観検査
・巾寸法検査

○作業記録の作成作業

○機械運転補助作業
・原反の補充
・紙管セット
・継ぎ作業

○スリット後作業
・スリット品卸し
・パレット積載

○内装ラベル添付

○運搬
○段ボール梱包
段ボールケースに梱包

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、加工前準備作業として、加工条件⼊⼒、設備保守作業、本番作業として、機械運
転、検査、張⼒調整、サンプル検査作業、作業記録の作成が⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、加工前作業として、原反の取り付け、機械清掃作業、製袋本番補助作業として原反交換、袋受取作業、
本番後作業として、段ボールケース作成、製品の箱詰め作業が⾏えるようになる。１年目

段取り作業
加工前作業 製袋本番作業

業
務
工
程

本番後作業

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 機械⾦属加⼯区分）（６／７）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、製袋作業において、加工準備、機械運転、製品の良否判定、作業記録
の作成、設備の保守、トラブルの対処作業などに従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たにフィルム加工（製袋）を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

育成就労評価試験（専門級）に合格

【フィルム加⼯（製袋）】※電気電⼦機器組⽴て区分でも同様

○製品の仕様に合わせた
ヒートシール⾦型の交換

○製品の袋寸法に合わせた
ヒートシールユニット
位置調整

○材料の取り扱い作業
・材料（原反）取付け
・機械清掃

○加工準備
・加工条件⼊⼒
・設備保守

○製袋機の運転
・製袋機及び付属機器の操作

○製品検査
・外観・寸法・強度

○作業記録の作成

○原反交換
○袋受け取り作業
製袋機から排出された袋の整列

○段ボールケース組み⽴て
○製品の箱詰め

必須業務

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）
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１年目の内容に加えて、指導者の指示・監督のもと、より⾼度な技能が求められる作業である、ヤーン工程におけるスリット作業に
必要な準備や延伸作業、適性な条件設定、ウィービング工程における製織作業、経糸切れ対処、原反卸し作業が⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、基本的な業務である、ヤーン工程における巻き取り作業や繊度の測定、ウィービング工程における織機
への緯糸のセットや緯糸切れの対応が⾏えるようになる。１年目

準備工程

○スリット
○延伸
○各種適性な条件設定・調整
○巻き取り・製品取り外し
○外観確認・繊度測定
○製品梱包・運搬

○整経

業
務
工
程

ウィービング工程

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 機械⾦属加⼯区分）（７／７）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、フラットヤーン製造の主な工程において、生産設備の設定調整、製品
の良否の判定、トラブルの対処などを、指示や特段の育成・訓練を受けることなく直ちに⾏うことができる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たにフィルム加工（フラットヤーン）を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

必須業務

育成就労評価試験（専門級）に合格

○ラミネートコーティング
○裁断、溶着、縫製、
ハトメ打ちなどの加工

○品質チェック
○梱包・出荷

【フィルム加⼯（フラットヤーン）】※電気電⼦機器組⽴て区分でも同様

後工程

成膜

○原料・添加物準備
○設備昇温
○条件設定
○インフレやＴダイによる
フィルム成膜

ヤーン工程

スリット

延伸

巻き取り

○織機への緯糸のセット
○製織（設備変更、稼働）
○糸切れ対処（緯糸）
○糸切れ対処（経糸）
○原反卸し
○製品・半製品運搬

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）

244



バフ研磨に関する知識及び作業手順の理解を深め、指導者の指示に基づき一定の作業を独⼒で遂⾏。バフ選択・研磨剤の組み合わせ
等の知識を習得し、経験を通じて、様々な形状・材質のものに対応した各種表⾯仕上げを含む、⾦属バフ研磨全般の技術を習得する。２〜３年目

指導者の指導・監督のもと、表⾯処理手法の研修や実務経験を通じて、バフ準備、磨き、ニカワ塗り等の基礎的な技術を習得する。１年目

バフ準備 磨き

業
務
工
程

ニカワ塗り確認

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 ⾦属表面処理区分）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、バフ選択・研磨剤の組合せ等の知識、経験を通じて、⾦属バフ研磨仕
上げの一連の作業に従事することができる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たにバフ研磨を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

必須業務（１年目）

必須業務（２-３年目）

育成就労評価試験（専門級）に合格

○光沢の程度、磨き残しや
キズが無いか等を検
査・確認する。

○バフに天然接着剤のニカワを塗布し、研磨
剤を付けて乾燥させた後、研磨機（回転
モーター機）に取り付け、回転させ、対
象商品を押し当てながら磨き上げる。

○バフをドレッサし、
ニカワをバフ表⾯
全体に塗布し、バ
フをたたき回しな
がら、エメリー粉
を付着し、乾燥さ
せる。

〇バフの表⾯を固いもので全体的に
叩き（クラッキング）、バフに弾
⼒を持たせる。その後、ならしを
⾏う。

○素材の状態から、様々なバフ（エ
メリーバフやザイザルバフ、バイ
ヤスバフ等）、及び研磨剤を選択
する。

【バフ研磨】

必須業務（１年目）
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、生産計画表に基づいてウェットエンドにおける原紙セット作業及び運転作業が独
⼒で遂⾏できるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、生産計画表を理解して、ウェットエンドにおける原紙セット作業及び運転作業における基本的な準備、
運転操作が⾏えるようになる。１年目

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、貼合工程（上流工程）全般における一連の作業に従事できる。
特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに貼合工程（上流工程）を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

育成就労評価試験（専門級）に合格

【貼合⼯程（上流⼯程）】

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 紙器・段ボール箱製造区分）（１／２）

業
務
工
程

原紙セット
作業 運転作業 品質確認作業

ウェットエンド側作業 ドライエンド側作業

運転作業

• 厚みの測定と不良
品の判断

• 罫線ズレの判断
• 品質不良の要因の
判断と対処

原紙払出
作業

• ロールクランプの運
転操作
• 生産計画表に基づく
正確な原紙の払出

• 計画表の確認
• 原紙の種類の判別
• 品質確認と不良品除去
• ミルスタンドへのセット

【シングルフェーサ】
• スプライサへのセット
• 中しん・裏ライナの紙
通し

【グルーマシン】
• 片段の紙通し

製糊作業

• 製糊装置を使用して
貼合糊を製造

• 品質状態の判断
• ロットの識別と識別札
の取り付け

• スリスコ、カット
オフ、スタッカの
動作確認

【ダブルフェーサ】
• 表ライナ・片段の挿⼊
• ⾛⾏位置の確認と調整

• 起動時のダブル
フェーサ出口で
の不良品の除去

次工程
搬送作業

• 次工程ラインへ
の運搬

【シングルフェーサ】
• 起動時の中しん・
裏ライナの挿⼊

• 糊ダムの位置確認と
調整

（⾚は１年目、
⻘は2・3年目）

必須業務
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、生産計画表に基づいてドライエンドにおける運転作業及び品質管理作業が独⼒で
遂⾏できるようになる。２〜３年目

指導者の指示・監督のもと、生産計画表を理解して、ドライエンドにおける運転作業及び品質管理作業における基本的な準備、運転
操作が⾏えるようになる。１年目

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、貼合工程（下流工程）全般における一連の作業に従事できる。
特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに貼合工程（下流工程）を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

育成就労評価試験（専門級）に合格

【貼合⼯程（下流⼯程）】

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 紙器・段ボール箱製造区分）（２／２）

業
務
工
程

原紙セット
作業 運転作業 品質確認作業

ウェットエンド側作業 ドライエンド側作業

運転作業

• 厚みの測定と不良
品の判断

• 罫線ズレの判断
• 品質不良の要因の
判断と対処

原紙払出
作業

• ロールクランプの運
転操作
• 生産計画表に基づく
正確な原紙の払出

• 計画表の確認
• 原紙の種類の判別
• 品質確認と不良品除去
• ミルスタンドへのセット

【シングルフェーサ】
• スプライサへのセット
• 中しん・裏ライナの紙
通し

【グルーマシン】
• 片段の紙通し

製糊作業

• 製糊装置を使用して
貼合糊を製造

• 品質状態の判断
• ロットの識別と識別札
の取り付け

• スリスコ、カット
オフ、スタッカの
動作確認

【ダブルフェーサ】
• 表ライナ・片段の挿⼊
• ⾛⾏位置の確認と調整

• 起動時のダブル
フェーサ出口で
の不良品の除去

次工程
搬送作業

• 次工程ラインへ
の運搬

【シングルフェーサ】
• 起動時の中しん・
裏ライナの挿⼊

• 糊ダムの位置確認と
調整

（⾚は１年目、
⻘は2・3年目）

必須業務
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1年目の作業に加え、指導者の指示・監督のもと、手⾸と甲部分の縫付けが⾏えるようになる。２〜３年目

指導者の指揮・監督のもと、縫製作業のうち縫い回し（親指とマチの縫付け）が⾏えるようになる。１年目

業
務
工
程

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 縫製区分）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、縫製工程の一連の作業に従事できるようになる。
特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに手袋製造を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

育成就労評価試験（専門級）に合格

【手袋製造】

生地の裁断 縫製 つみ返し 仕上げ

①

②

③ ④

⑤

・生地を裁断機で手袋
の大きさにカットし、
縫製のためのパーツを
作成

①親指パーツを掌パー
ツに縫付け
②人差し指から⼩指の
間のマチを縫付け

③手⾸の仕舞は専用ミシ
ンでまつり縫い
④手⾸部分をヘリ縫い
⑤手の甲を飾り縫い

・裏で縫った手袋の
縫い終わりの余分な
生地をカット（摘
む）し、表に返す

・５本の指にくりが
ねを⼊れ、丁寧に伸
ばし、蒸気を当てて
アイロンがけして仕
上げる

必須業務

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）
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型組み作業、成形作業及び品質診断作業の機器・用具等の専門的な知識と技能を修得し、指⽰に基づき⼀定の作業を独⼒で遂⾏し、不
具合の原因の推定も⾏えるようになる。２〜３年目

型組み作業及び成形作業の機器・用具等の基礎的な知識と技能の修得、安全装置・保護具等の知識の習得により、指導者の指揮・監督
のもと、機器・用具等の適正な使用及び操作が⾏えるようになる。１年目

材料調整作業 型組み作業 成形作業

1.型組み前の段取
り作業

2.型組み作業

業
務
工
程

品質診断作業施釉作業

育成就労制度における育成イメージ（⼯業製品製造業分野 陶磁器製品製造区分）

指導者の指示を理解し、または⾃らの判断により、衛生陶器製品の型組み作業、成形作業及び製品の品質診断作業に従
事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに衛生陶器製造を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

必須業務

育成就労評価試験（専門級）に合格

7.製造条件確認
・型品位・含水確認
・成形体品位確認
・硬度測定
8.製造条件出し
・型の傾斜調整
・⽳あけ加工
・乾燥速度調整
9.機能付加の接合作業

1.泥漿流し込み作業
2.脱型作業
3.成形体仕上げ作業
4.型の後処理
5.外観の接合作業
6.成形体の乾燥作業

1.製品の良否判定作業
2.検査結果の記帳・

報告作業

1.原材料の受⼊れ
2.泥漿・釉薬の製造

【衛⽣陶器製造】

焼成作業

1.窯詰め作業
2.窯卸し作業
3.操窯作業を除く
他焼成付帯作業

包装・梱包作業

必須業務

（⾚は１年目、⻘は2・3年目）

249



国土交通省関係

250



インターロッキングブロック舗装、フェンス施工及び植栽施工について一連の作業を⾃⽴して⾏うことができるようになる。２〜３年目

インターロッキングブロック舗装、フェンス施工及び植栽施工について一連の補助作業を⾏うことができるようになる。１年目

インターロッキングブロック舗装 フェンス施⼯

○ 敷砂均し
○ インターロッキングブロック割付
○ 敷設
○ 目地砂充填・転圧
○ 舗装勾配確認

業
務
工
程

植栽施⼯

育成就労制度における育成イメージ（建設分野 建築区分）（１／２）

インターロッキングブロック舗装施工、フェンス施工、植栽施工に関して、作業内容を理解し単独で⾏うことができる。
特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たにエクステリア施工を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

必須業務（１年目）︓ 基礎的作業を理解し、指導者の下で補助作業ができる。

必須業務（２〜３年目）

育成就労評価試験（専門級）に合格

○ 植栽位置確認
○ 植穴掘削
○ 客土投入
○ 根鉢固定
○ 支柱設置
○ 初期灌水
○ 枯損原因確認

○ 墨出し
○ 支柱位置確認
○ 支柱建込み
○ 支柱鉛直確認
○ パネル取付
○ 固定確認

【エクステリア施⼯】

○ 住宅外構の全体を⼀体施⼯する
もの

○ 主としてインターロッキングブ
ロック舗装、フェンス施⼯、植
栽施⼯等の⼀式を受注して施⼯

エクステリア施⼯について
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施工計画⽴案や施工図の作成等を学び、施工場所の特定や部材の加工を⾏うことができるようになる。２〜３年目

モルタル練り、鏝扱い、組積、鉄筋配筋を⾏うことができるようになる。１年目

鏝扱い施⼯場所の特定

業
務
工
程

部材の加⼯

育成就労制度における育成イメージ（建設分野 建築区分）（２／２）

施工場所の特定、部材の加工、モルタル練り、鏝扱い、組積、鉄筋配筋を⾏うことができる。
特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たにブロック建築を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

必須業務（１年目）

必須業務（２〜３年目）

技能検定（３級）に合格

【ブロック建築】

○ 材料の準備
○ モルタルの調合
○ ミキサーでの混練

○ 施⼯計画⽴案や施⼯図
の作成

○ 敷地境界線や基準点、
施⼯図等の照合

○ 遣り方作業
○ 墨出し作業

○ 施⼯図を用いたコン
クリートブロックの
寸法確認及び加⼯

○ 施⼯図を用いた鉄筋
の寸法確認及び加⼯

組積 鉄筋配筋モルタル練り

○ ブロック鏝を用い
たモルタル敷設

○ コンクリートブ
ロックの組積

○ 鉄筋の組入れ

※ 墨出作業及び加工作業の写真は、試験の模様を撮影した
写真を掲載しているため屋内での作業となっているもの
の、実際の作業は屋外の施工現場等で実施

墨出作業 加工作業
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機器・備品の取り扱い作業、出発手荷物作業、航空機への搭載・航空機からの取り降ろし作業、到着手荷物作業について、基本的な
取扱いが⾏えるようになるとともに、安全や航空保安等に関する知識が必要な業務が⾏えるようになる。２〜３年目

機器・備品の取り扱い作業、出発手荷物作業、航空機への搭載・航空機からの取り降ろし作業、到着手荷物作業について、補助作業
や初歩的な取扱いが⾏えるようになる。１年目

機器・備品の
取り扱い作業

航空機への搭載、航空機
からの取り降ろし作業 到着手荷物作業

○作業用⾞両の機材寄り
付き誘導

○ULD移送

〇ULD移送機材補助操作
○航空機ドア開閉
○不備・異常発⾒時の報告

業
務
工
程

出発手荷物作業

社内資格等を有する指導者やチームリーダーの指導・監督の下、航空貨物及び旅客手荷物などの搭載物の航空機への搭
載、航空機からの取り降ろしに係る作業全般に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに手荷物・貨物の航空機搭降載業務を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

○出発手荷物選定確認・
仕分け

○出発手荷物ULD積み
付け

○到着手荷物選定確認・
仕分け

○接続手荷物取扱い

○ULD取扱い

○非⾃⾛器材取扱い

【手荷物・貨物の航空機搭降載業務】

育成就労評価試験（専門級）に合格

準備作業

写真

○周辺機材・設備日常点検、
始業前可動確認

必須業務（２〜３年目）

※上記以外に『育成就労計画審査基準』に記載の安全衛生業務も設定。

育成就労制度における育成イメージ（航空分野 空港グランドハンドリング区分）（１／５）

必須業務（１年目）
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手荷物選定確認仕分け作業、荷役準備作業、荷役作業、⾞両作業について、基本的な取扱いが⾏えるようになるとともに、安全や航
空保安等に関する知識が必要な業務が⾏えるようになる。２〜３年目

手荷物選定確認仕分け作業、荷役準備作業、荷役作業について、補助作業や初歩的な取扱いが⾏えるようになる。１年目

手荷物選定確認・
仕分け作業 荷役準備作業

○個数、⾏先、外装ダメージ
確認

○手荷物タグの確認
○不備・異常発⾒時の報告

業
務
工
程

⾞両作業荷役作業

社内資格等を有する指導者やチームリーダーの指導・監督の下、旅客手荷物の選定・仕分け・積付（又は返却）・保
管・登録までの作業全般に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに手荷物取扱業務を主たる技能に設定し育成・評価新育成イメージ

○手荷物積込／返却補助
○不備・異常発⾒時の報告
○航空機内（バルク室）での
手荷物積込取り降ろし

○手荷物の種類に応じた仕分
○手荷物の一時保管／搬出補助

○ULD使用前点検・取扱い
○非⾃⾛器材の使用前点検・
取扱い

○不備・異常発⾒時の報告

○使用備品の準備

○作業用⾞両の機材寄り
付き誘導

○航空機ドア開閉
○不備・異常発⾒時の報告

写真

【手荷物取扱業務】

育成就労評価試験（専門級）に合格

必須業務（２〜３年目）

※上記以外に『育成就労計画審査基準』に記載の安全衛生業務も設定。

育成就労制度における育成イメージ（航空分野 空港グランドハンドリング区分）（２／５）

必須業務（１年目）
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貨物選定・確認仕分け作業、荷役準備作業、荷役作業、⾞両作業について、基本的な取扱いが⾏えるようになるとともに、安全や航
空保安等に関する知識が必要な業務が⾏えるようになる。２〜３年目

貨物選定・確認仕分け作業、荷役準備作業、荷役作業について、補助作業や初歩的な取扱いが⾏えるようになる。１年目

貨物選定・確認
仕分作業 荷役準備作業

○個数、⾏先、外装ダメージ
確認

○貨物ラベルの確認
○不備・異常発⾒時の報告

業
務
工
程

荷役作業

社内資格等を有する指導者やチームリーダーの指導・監督の下、航空貨物の選定・仕分け・積付（又は解体）・登録ま
での作業全般に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

新たに貨物取扱業務を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

○ネット掛け／外し
○貨物積付／解体補助
○不備・異常発⾒時の報告

○貨物積付／解体
○固縛作業
○システム或いはチェック
シートによる⼊⼒・登録

○ULD使用前点検・取扱い
○非⾃⾛器材の使用前点検
○不備・異常発⾒時の報告

○使用備品の準備

○フォークリフト誘導
○スキット整理

【貨物取扱業務】

育成就労評価試験（専門級）に合格

⾞両作業

必須業務（２〜３年目）

※上記以外に『育成就労計画審査基準』に記載の安全衛生業務も設定。

育成就労制度における育成イメージ（航空分野 空港グランドハンドリング区分）（３／５）

必須業務（１年目）
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新たに航空機内清掃業務を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

１年目の作業に加え、上位・最上位クラスの清掃及び各作業の最終点検や作業内容の指導が⾏えるようになる。２〜３年目
エコノミークラスの清掃、ハンディークリーナー掛け作業、ギャレー清掃、ラバトリー清掃に関し、最終点検を除いた各作業が⾏え
るようになる。１年目

準備作業 エコノミークラス
清掃

ハンディークリー
ナー掛け作業

○不備、不審物、遺失物
の確認及び発⾒時の
報告・判断

○座席全般の清掃
○ガラス⾯の清掃
○機内品補充

○最終点検

業
務
工
程

社内資格等を有する指導者やチームリーダーの指導・監督の下、航空機の機体内部クリーニング及び機用品の補充に係
る作業全般に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

○フロア全般の清掃

○最終点検

○使用する素材・物品・
機械・器具等の準備、
確認

【航空機内清掃業務】

育成就労評価試験（専門級）に合格

上位・最上位クラス
の清掃

※上記以外に『育成就労計画審査基準』に記載の安全衛生業務も設定。

ギャレー清掃

○ギャレー清掃
○付属カートの取扱
確認

○最終点検

ラバトリー清掃

○ラバトリー全般の
清掃

○備品補充・交換

○最終点検

○不備、不審物、遺失物
の確認及び発⾒時の
報告・判断

○座席全般の清掃
○ガラス⾯の清掃
○機内品補充
○最終点検

育成就労制度における育成イメージ（航空分野 空港グランドハンドリング区分）（４／５）

必須業務（２〜３年目）
必須業務（１年目）
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保安検査場内案内作業、旅客案内及び乗り継ぎ案内作業、サービスユニットアシスト作業、特別旅客アシスト作業、アサイン管理作
業について、基本的な対応が⾏えるようになる。２〜３年目

保安検査場内案内作業のうち搭乗券確認や翳し確認といった初歩的な旅客対応や、旅客案内及び乗り継ぎ案内の補助作業、サービス
ユニットアシスト作業の補助作業が⾏えるようになる。１年目

保安検査場内
案内作業

旅客案内及び
乗り継ぎ案内作業

サービスユニット
アシスト作業

○搭乗券確認
○翳し確認

○お手伝いが必要な旅客
の振り分け

○保安検査締切時刻案内

業
務
工
程

アサイン管理作業特別旅客アシスト
作業

社内資格等を有する指導者やチームリーダーの指導・監督の下、旅客取扱業務（旅客カウンター業務、搭乗ゲート業務、
旅客搭乗等サポート業務）全般に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

○⾞椅⼦、電動カート
操作

○電動⾞椅⼦アシスト
○視覚・聴覚障害旅客
アシスト

○⾃動チェックイン機、
⾃動手荷物預け機、
顔認証システム操作
案内

○担当者配置確認
○業務終了確認
○旅客案内全般のイレ
ギュラー時の対応

○使用機材の日常点検・
移動搬送

【旅客取扱業務】

育成就労評価試験（専門級）に合格

準備作業

○出発便、到着便、
乗り継ぎ便案内

〇特別旅客案内

※上記以外に『育成就労計画審査基準』に記載の安全衛生業務も設定。

新たに旅客取扱業務を主たる技能に設定し育成・評価育成イメージ

育成就労制度における育成イメージ（航空分野 空港グランドハンドリング区分）（５／５）

必須業務（２〜３年目）

必須業務（１年目）
各作業の補助等
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業務区分全般に係る必須業務を設定し育成・評価育成イメージ
初級の職員が通常⾏う水揚物の選別（目利き）作業、HACCPの考えを取り⼊れた鮮度維持管理、計量作業、箱詰め・陳列・販売業務
が⾏えるようになる。２〜３年目

基本的な水揚物の選別（目利き）作業、HACCPの考えを取り⼊れた鮮度維持管理、計量作業、箱詰め・陳列業務が⾏えるようになる。１年目

水揚物の受⼊ 水揚物の選別 計量

〇季節や海域、漁業種類等によって
異なる水揚物の種類・サイズ選別

〇傷物、皮スレ等の品質選別
〇有毒⿂や⾙毒発生時における流通
規制品の除去

業
務
工
程

商品の引き渡し箱詰め・
陳列・販売

育成就労制度における育成イメージ（漁業分野 水産物産地卸売市場業区分）

指導者の指示を理解し、又は⾃らの判断により、水揚物の選別（目利き）作業、HACCPの考えを取り⼊れた鮮度維持管
理、計量作業、陳列・販売業務に従事できる。

特定技能１号の技能水準
（相当程度の知識⼜は
経験を必要とする技能）

必須業務
＊赤文字は主に２～３年目に行う作業

育成就労評価試験（専門級）に合格

〇品質・サイズ・用途等に応じ
た商品の箱詰め・陳列

〇セリ業務の補助
〇⼊札・相対取引業務の実施
〇全国的な価格動向・市況の
把握による⼊札不調・不適正
取引の防止

〇⿂体に付着する水や
ぬめり等を考慮した
計量作業

〇計量結果の記載

〇商品の運搬
〇フォークリフト等
の操作

〇水揚・販売情報の
管理作業

〇漁船からの荷下し・
市場内への運搬

〇フォークリフト等の
操作

〇陸送品の受け取り

写真 写真 写真写真

〇清浄な水と氷の管理による⾷中毒の防止
〇⿂種・⿂体に応じた適切な鮮度保持手法（氷打ち等）の実施による
ヒスタミン発生の防止

〇使用容器・器具の洗浄・確認・管理

HACCPの考えを取り⼊れた鮮度維持管理
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